
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Bible 
top 55

バイブルスタディ＊やり方の例  (ゲームとしてではなく、カードを使った学び)  
 
 

1.) 創世記概観 
 

全部のカードを皆に配り、その中で創世記に登場する人物は誰かを問う(全部で
12人)。それからリーダーは、それぞれの人物について教える。その際に、そ
れらの人物を年代順に並べる事も含める。 
 

学びの途中、また終わりで、それらの人物とイエス様の関係についても示す。  
 

2.) 新約聖書基本 
 

新約聖書の人物８人のカード(イエス•キリスト、パウロ、ペテロ、バプテスマ
のヨハネ、祭司長たち、ピラト、マリア、反キリスト)を取り出して、その人物
について話し合う。次に相互関係、特にイエス様との関係を考え、話し合い、
８人をグループ分けする。 
 

学びの終わりには、イエス様が他の７人、またそれ以外のモーセやエリヤを含
むTOP55の全ての人物に勝っている事を確認、強調する事 (マタイ17:3-5)。 
 

3.) ヘブル 1:1-3 
 

全部のカードを皆に配り、預言者を抜き出してもらう。その後で、リーダーは
①それぞれの預言者について質問をする。②その預言者たちを年代順に並べて
もらう。③どの預言者が最も好きか、その理由を述べてもらうのも良い。 
 

学びの終わりに、リーダーは預言者のカードを年代順に重ね、一番上にイエス
様のカードを置き、今日神様は主にイエス様を通して私たちに語られる事を教
える。「彼の言うことを聞け」（マタイ17:5） 
 

4.) ヘブル 11章 
 

全部のカードを皆に配り、その中から、ヘブル11章に出てくる人物を抜き出し
てもらう。リーダーはそれから、それぞれの信仰の勇者について大事な事を確
認する。（11:33には直接名前は出ていないが、ダニエルが含まれている事も
指摘する。）リーダーはそれぞれの人物について質問しても良い。その中で誰
が一番好きか、というような質問も良い。 
 

学びの終わりにリーダーは、なぜヘブル11章にイエス様が出ていないかを皆に
聞く。答え...イエス様は12章に出ている。イエス様は私たちの信仰の創始者で
あり完成者である。 
 

5.) 聖書の若者たち  
何人かの重要な人物が若者として出ている。カードの中から、それらの若者と
して出てくる人物を探す。一人一人の人物について、どういう人だったか、そ
の人の良い点、悪い点などを話し合う(許される時間で)。イエス様、ダビデ、
ヤコブ、ヨセフ、イサク、サムエル、エレミヤ、エサウ、ダニエル、エステル、
ベニヤミン、マリヤなどが含まれる。 
 

最後に、ルカ2:41-52に見られる12歳のイエス様の姿に焦点を当てて、学びを
まとめる。

はじめに...  
 

1.) さあ、やってみましょう！ 
 

リーダーもプレーヤーも、この教材を使う前に、何でも知っている必
要はありません。リストと聖書が答えと助けになります。やりながら
皆で学んでいきましょう。  

 

2.) グループのメンバー 
 

グループの中に誰がいるかを把握し、聖書をまだ良く知らない人がい
れば、その人たちの事に配慮しましょう。適したゲームを選び、また
チームに分けてしてもいいでしょう。ゲームによっては難しいカード
を前もって除いておいたら良いかもしれません。  
 

3.) ゲームの目的  
 

ゲームをし、得点を競う中で、リーダーは常に聖書の人物についての
学びに焦点を合わせましょう。ゲームは楽しいと同時に、良い学び、
また恵みの時となるように心がけましょう。 
 

4.) 伝道にも 
 

トップ55のカードと資料からは、もちろんイエス様が他をはるかに引
き離して一番です。それぞれのゲームにおいて、なぜそうなのかを教
えるのを忘れないようにしましょう。 
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カードゲームの仕方　 (やり方の簡単な順番から)  
 

1.) カルタ 
 

カードを表向きにしてテーブルの上に広げる。リーダーは、必要に応
じて、前もってそれぞれの人物について教える。リーダーが人物の名
前、またはヒントを言う(例:「サラ！」または「創世記！」等)。 
わかった人はカルタの要領でカードを取る。取った人には、その人物
について何か１つ（または２つ以上）言ってもらっても良い。 
 

2.) 良い人？ 悪い人？ ゲーム 
 

プレーヤーは、順番が来るごとにカードをめくり、そのカードの人物
が良い人と思われているなら、そのカードは自分のものとなり、１ポ
イント得る。悪い人物だったら、そのカードは別の場所に置く。たい
ていの人は、良い点も悪い点もあるので、難しい時にはグループでそ
れを話し合い、判断する。イエス様のカードと、何も書いていないブ
ランクのカードは、それぞれ３ポイントに数える。 

 
3.) 誰が上？ 

 

プレーヤーは順番に、真ん中に積み上げられたカードを上から一枚ず
つ取って裏返す(またはリーダーが一枚ずつ配っても良い)。一巡した
後、その中でランキングが一番高い人物を引いた人が勝ち。その回の
全員のカードをもらう事ができる。（勝った人は、もらうカードの人
物について何か１つ言わなければもらえない 、などのルールを加えて
も良い。）リーダーはそれぞれの人物がなぜランキングが高い(低い)
か、言えるようにしておこう。 

 
4.) 私は誰でしょう？ 

 

一人の人が引いたカードの人物が誰かを当てるゲーム。できるだけ少
ない質問で当てた人の得点が高くなる。質問はYes かNoで答えられる
質問のみとする。箱に入っている２つのリストに様々なカテゴリーが
ある。(例：「あなたは新約聖書の人ですか？」「あなたはとても悪い
人ですか？」「あなたは王様ですか？」など)　このゲームは大人数の
グループでもできる。リストが必要になるが、そのコピーについては
プリントを参照の事。 
 

5.) 誰が先？ 
 

プレーヤーは、中央に重ねたカードの山から（あるいはテーブルに広
げたカードから）２枚かそれ以上のカードを引き、それを年代順に並
べる。正しく並べられたら、自分のカードになる。初心者が多い場合
は、リーダーは前もって、良く知られている人物のカードを選んでお
く。とても良い復習ゲーム。

 
6.) つながりゲーム 

 

プレーヤーは順番が来るごとに、１枚か２枚のカードをめくり、場に
出ている人物も合わせて、何かの関係、つながりがあるかどうかを考
える。２枚のカードを引いて、それが同じ家族の一員なら簡単だが、
他に例えば、「エレミヤとエリシャは２人とも預言者」、「マリアと
サラの子どもはどちらも有名」のような関係でも良い。つながりが見
られなかったカードは、テーブルの上に開いたままで置かれる。 
 

7.) グループ分けゲーム 
 

このゲームはチーム対抗でするのが良い。テーブルの上にカードを表
向きにして並べ、できるだけ多くの人物をグループに分類する。預言
者のグループ、王のグループ、異邦人のグループ、etc.　チームは順
番にプレイしてもいいし、同時に競争にしても良い(その場合はカード
を折り曲げないように！)。それぞれのチームは作ったグループについ
て説明する。リーダーは、例えば、王の数が多いのを示して、「なぜ
そんなに多くの王がいるのか？」のような質問をしよう。 

 
8.) 私は何番目？ 

 

聖書に出てくる人物のランキング（トップ55の何番目かを）当てるゲ
ーム。プラスマイナス５位以内の誤差なら、正解とする。もし正確な
順位を当てた場合には、そのプレーヤーはもう一度プレイする事がで
きる。リーダーはゲームが始まる前に、ランキングのリストを見て、
基本的な事を教えることが良い。なぜ意外な誰かがランキングの上位
にいるか、または意外な人物がランキングの下位なのかコメントする
のも良い。 
 

スペシャル•マッチングゲーム (２セットのカードが必要) 
 

ゲームの種類と人数により、使うカードの枚数を決める（難しい人物
のカードを除いてもよい）。人物のカードが２枚ずつあるかどうか、
確かめる事を忘れないように。  
 

9.) マッチングゲーム（テーブルで） 
 

カードをテーブルの上に裏返しに置く。プレーヤーは順番に２枚（か
それ以上）引き、２枚の同じカードを引けば、そのカードをもらえる。
引いた人はその人物について説明する。（ルールを決めて、その人につ
いて３つの事を言う、等。） 

 

10.) 自己紹介マッチングゲーム  (大勢のグループ/キャンプなどで) 
 

プレーヤーはそれぞれ1枚カードをもらう。その人物になったつもり
で、立って歩き回り、同じ人物のカードを持っている人を探す。(例: 
「こんにちは。私はサラです。あなたは？」英語でしても良い。 “Hi, I’m 
Sarah. What’s your name?”) 同じ人物を探し当てたら、その人について
話し合う。


